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項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評
価 

分析結果 改善策 
学校関係者評価記入欄 

学校の見解と 
今後の方向性 評

価 
コメント 

学
力
の
向
上 

「今求
められ
る学
力」を
定着、
伸長さ
せる。 

「主体的
に学習に
取り組む
態度」の醸
成を最優
先課題と
して学力
の向上を
図る。 

「六中授業スタンダ
ード」（生徒の「主体
的な学び」を導く「学
習プロセス」の工夫な
どの取組）を日常的に
確実に実践する。 
 

A 

主体的に学習に取り組み、自ら
目当てを立てて取り組む態度
の育成を図るため、年間を通じ
て「六中授業スタンダード」の徹
底を図った。一人一台端末の
活用は、家庭学習への活用も
含め、「学習道具」としての有効
活用を目指した。学力諸調査
の結果では都平均等は上回っ
たが、反復学習については課
題が見えた。ステップアップ教
室は、年間を通して定期的に
開催することができた。 

昨年度と同様に生徒
に、「振り返る、見通
す、やり抜く」という行
動目標を示した。ねば
り強く学習に取り組む
態度は育成されてきて
いる。今後も継続し学
習調整力の伸長に努
める。ステップアップ教
室の活用や、スタディ
サプリの運用を継続
し、見通しを持った学
習に取り組ませる。 

A 

・先生たち、生徒ともによく頑張
っていると思います。 
・端末を活用しての学習発表会
は、各生徒の頑張りがわかり
多くの方に見ていただきたい。 
・子供たちの熱心な取り組み
は、少人数教育ならではの素
晴らしい教育の成果だと思いま
す。 
 
 
 

・良い評価をし
ていただいたの
で、今後も継続
して進めてい
く。 
・一人一台端末
を有効利用でき
るように、スタデ
ィサプリの活用
を進めていく。 

一人一台端末を有効
に活用しながら、「個
別最適な学びと協働
的な学びの一体的な
充実」を学期に１回以
上実践する。また評価
の工夫・改善を図る。 
 
 

B A 

ステップアップクラ
スの改善、また学習ア
プリの有効活用など、
生徒の自学自習の態
度を養う。 
 
 

A A 

授業力向上を目指し
た校内研修の工夫・改
善を行うとともに、校
外の研修の積極的な
受講を促す。 A 

授業指導等に関して、東京都
教職員研修センターの研修に
延べ 20名以上の教員が受講し
た。また、市の教育研究会や校
内紙上研修で授業に関する理
解を深め、教員間での情報発
信も増えた。 
 
 

次年度以降も、指導力
向上を図るための
様々な外部研修への
参加を促し、外部講師
を招聘し校内研修を充
実させる。 

A 

・先生たち、生徒ともによく頑張
っていると思います。 
 

・外部講師の招
聘など校内研
修の充実をは
かるなど、さら
なる向上を促
す。 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 学力の定着・伸長      ２ 「持続可能な社会の創り手」の育成     ３ コミュニティ・スクールの確実

な運用と保護者・地域との連携・協働     ４ 教職員の働き方改革のさらなる推進 

＜評価指標＞ 

Ａ：目標を上回り達成できた    Ｂ：目標を達成できた 

Ｃ：達成にやや及ばなかった   Ｄ：達成できなかった 
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体
験
的
な
学
習
の
充
実 
 
 
 
体
験
的
な
学
習
の
充
実 
 

 
 
「持続
可能な
社会の
創 り
手」と
しての
力を養
う。 

アントレ
プレナー
シップ教
育 や
SDGs に
関する学
習、また生
徒の自主
的な活動
を機に、課
題発見及
び解決を
図る力や
創造性、自
己有用感
等を育成
する。 

新規ゲストティーチ
ャーの活用や学習活
動の工夫・改善など、
総合的な学習の時間
について学校全体で
協議、実践する。 

A 

青梅学は昨年度から継続した
学習活動であるが、昨年度か
ら、生徒自らが課題を発見・解
決する活動を主とした。また、
異年齢集団での協議なども取
り入れた。 
・方向性や取組等、また生徒に
身に付けさせたい資質・能力等
についてなど、研修等で理解・
共有することができた。 
 
 

新たなゲストティーチ
ャーを活用し課題を発
見、および解決する力
を身に着けさせる。ま
た、アントレプレナーシ
ップ教育など、持続可
能な社会の創り手とし
ての素養も身に付けさ
せる。 

A 

・六中ゼミの発表、楽しみで
す。そして継続。来年以降が楽
しみです。 
・数か月かけて企画する六中
ゼミは良い試みだと思います。 

・来年度も継続
して、外部の講
師を招き、生徒
の興味関心を
刺激していく。 

従来の校外学習等の
体験的な学習を見直
しながら、学習活動の
工夫・改善を図る。 
 
 

B 

・講義・講演を実施際あたって
は、話し合い活動や体験的な
学習を取り入れ、全学年での
取組として工夫・改善を図りな
がら実施した。 
・特別活動においては、生徒会
活動を中心に、学校行事など
へ参加機会を設定し、リーダー
シップ及びフォロワーシップの
育成を目的として生徒が様々
な役割を果たせるような工夫し
た。 

校外学習、宿泊を伴う
学習について、内容等
の検討を進めた。生徒
に身につけさせたい力
に焦点を当て、計画し
ていく。また、学校行
事の改善を進め、効果
的に学習活動が進め
られるよう計画してい
く。 
 

B 

・少子化が進む中で学校の統
廃合に向けて、七中以外とも合
同で宿泊研修を考えてみては
いかがでしょうか。 
・少人数であるため、他校との
交流を通じて外の世界を知れ
てよかったと考える。 
・貴重な経験だと思った。 

・宿泊行事も含
め、全体的な行
事の見直しを進
め、より生徒が
探究活動をでき
るよう改善す
る。 
・他校を含め、
様々な集団で
活動できるよう
工夫していく。 
 

通常と異なる集団の
中での体験活動等の
場を設けるなど、達成
感や成就感、また必要
な資質等が得られる
ような学習活動の工
夫・充実を図る。 
 
 

A A 

地
域
連
携
の
推
進 
 
 
 
 
 

小学校
や地域
とのよ
り有効
な連
携、協
働を図
る。 
 
 
 
 
 
 

ＣＳがよ
り有効と
なるよう
工夫・改善
を加え、計
画的・組織
的に運用
する。ま
た、小学校
や地域と
の連携、協
働を充実 
させる。 
 

再編したＣＳ組織の
下でコーディネータ
ーと協働しながら、青
梅学の実践やエンカ
レッジルームの運営
などの新たな取組を
協議・実施する。 

B 

・コミュニティ・スクール委員会
は計画通りに円滑に実施する
ことができた。また合同研修は
外部講師を招き内容の充実を
図ることができた。 
・地域の力を活用し、エンカレッ
ジルームの運営を進めることが
できた。 

・来年度以降も地域の
方との協働体制を構
築しエンカレッジルー
ムの充実を図ってい
く。 
 

B 

・うまく再編が進んでいれば良
いですが、うまく広げていくには
工夫が必要になると思います。 
・エンカレッジルームのその後
の動きが伝わってこない。 
・小曾木地区では当たり前にい
る『ホタル』の重要性に気づい
てもらえれば有意義であったと
思う（私は大人になるまで当た
り前と思っていた） 
 
 
 

・CSの活動に
ついては、先進
地域を参考にし
ながら、今後も
改善を進める。 
・地域の活動や
人々と協力し、
諸活動を円滑
に進められるよ
う改善する。 
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避難所開設訓練や総
合発表会などの従来
の学校行事を見直し、
保護者や地域との連
携・協働について工
夫・改善を図る。 
 
 
 
 

B 

・総合発表会は発表者を限定
し、生徒を入れ替え制にするこ
とで、全員が発表内容を共有で
きるよう改善した。発表方法に
ついてはＩＣＴ機器の活用を進
め、より分かりやすい発表を行
った。 
・避難所開設訓練に積極的な
参加を進めた。部活動を通して
地域活動への参加を促進する
ことができた。 

・事前指導やリハーサ
ルを充実させ、発表内
容の向上を図る。ＩＣＴ
機器の活用を進め、効
果的な発表が行えるよ
う改善する。 
・来年度に向けては、
総合防災訓練や地域
活動の意義を事前に
指導し、主体的な参加
を促す。 
 

B 

・猛暑であったので仕方ない
が、夏場の校庭は荒れてい
た。PTAにも声掛けして草刈り
をしてよいと思う。 
・避難所開設訓練には、計画
から一緒に作る過程で訓練が
進みます。管理職の方の参画
の不足を感じます。 
・茶道部として小曾木地区文化
祭への参加や、スナッグゴルフ
指導としてスポレクへ参加し地
域との交流が図れたと思う。 

・来年度は青梅
市総合防災訓
練への参加な
ど、地域との協
力を進める。 
・地域行事へ、
全校生徒が
色々な形で参
加できるよう、
連携していく。 

小中合同研修会につ
いて内容等の工夫・改
善を図る。また体験授
業や合同行事の実施
など、従来の取組につ
いて昨年度の検討内
容を生かし実践する。 

B 

・小学校の研修担当との打ち
合わせを随時行い、スムーズ
な運営を行うことができた。 
・今までの連携を生かし、協働
して行事の運営を行った 

・今年度の検討課題を
もとに、行事の精選、
改善に取り組む。 
 A 

・小中学校音楽会では、一人一
人が少ないながらきちんと役割
（コーラス等）を果たしていて良
かった。 
・縦の関係が良く築けていると
思う。 

・小中合同行事
を実施した。参
加対象を限定
するなどの工夫
をした。 

ホームページ担当を
新設し、適時に情報を
発信する。また変更し
た連絡用アプリも有
効に活用する。 

B 

・ホームページ担当を新設し、
情報発信体制の整備を行った
が、既存のホームページの整
理・削除が十分に行えず、新た
な案内についても周知が不十
分であった。 
・連絡用アプリは、緊急時の連
絡手段として活用を推進するこ
とができた。 

・学校だよりにおいて、
定期的に新しいホーム
ページの案内を掲載
するなど、周知の徹底
を図る。 
 

B 

・ホームページも更新されず、
マチコミも遅く若竹以外、学校
の様子を知ることができなかっ
た。 
・マチコミからのメールは 3回の
み。ホームページは相変わら
ず R4の状態。 
・学校ホームページの不具合
は致し方ないが、もう少し迅速
に『若竹』等で周知すべきであ
ったと考える。また、CS委員と
して要望したら迅速に来往して
もらえて良かった。 

・ホームページ
の担当者を新
設し、学校だよ
りなどの掲載を
行った。連絡用
アプリを活用
し、危険情報な
どの周知ができ
たが、情報発信
が十分でなかっ
たので改善す
る。 

地域主催の行事に対
して、教職員が年に１
回以上の参加を目途
として積極的に関わ
り、地域との連携、協
働を図る。 
 

A 

・地区文化祭や地域の環境に
関する諸活動に、年１回以上、
教員が分担して積極的に参加
した。地域の活性化を見据えた
視点を持ち、関係機関との連
携および協働を進めた。 

・地域内の様々な状況
を踏まえつつ、今後も
関係諸機関との連携、
および協働を図ってい
く。 
 

A 

・地域の防災訓練には教職員
も参加していたが、どの教員が
どの行事に参加していたか不
明である。 

・生徒も教員
も、地域の方と
積極的に関わ
ることができ
た。学校だより
などで、参加の
様子を発信して
いく。 
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働
き
方
改
革
の
推
進 

教職員
の「働
き方改
革」を
さらに
推進す
る。 

教職員の
ライフ・エ
ンゲージ
メントの
高揚、ウェ
ルビーイ
ングの向
上を図る。 

昨年度から継続し、月
２回の定時退勤日の
設定、また年３回以上
の積極的な年休取得、
長期休業日の日直勤
務の軽減等に取り組
む、教職員のライフ・
エンゲージメントの
高揚を図る。 

A 

・定時退勤日や長期休業期間
中の日直勤務の工夫を行い、
年次有給休暇の取得を推進す
ることができた。 
・一方で年次有給休暇の取得
状況については、教員間で差
が見られるため、全員が計画
的に取得を進められるよう、引
き続き改善に取り組んでいく。
また、教員間のリスキリング等
を支援するため、書庫を職員
室に設置し、自己研鑽に取り組
みやすい環境整備を行った。 

・今年度の取り組みや
工夫を次年度以降も
継続して実施していく。 
・全職員の負担が均衡
するよう業務分担の見
直しを行い、有給休暇
を取得しやすい環境づ
くりに努める。 

A 

・教職員の働き方改革は分か
らないので評価できません。 
・ＣＳの推進に代表される外部
との連携や協働は、どう円滑化
しますか。どう協力できるか模
索したいと思いますが。 

・定時退勤日の
実施、長期休業
中の職務の軽
減など、勤務改
善を進めること
ができた。改善
点を理解してい
ただくための発
信を続けてい
く。 
・改変した組織
と CSの連携の
形を模索する。 

道徳授業における指
導、また授業外の学級
指導等において、計画
的かつ意図的に学年
ローテーションを実
施する。 

B 

道徳の授業や給食指導は、学
年職員によるローテーション体
制で実施することができた。総
合的な学習の時間について
は、全校体制で授業を実施し
た。 

全教員で授業を担当・
分担することで、業務
の均等化を推進してい
く。 

A 

再編した分掌組織ま
た校務の在り方につ
いて、随時協議しなが
ら、次年度以降の運用
について検討し実践
を図る。 
 

B 

分掌組織を再編し、負担軽減
を図る運営を実施した。なお、
依然として一部の担当に負担
が偏っている状況が見られる
ため、改善を図っていく。 

次年度も新たな組織
体制の構築や校務処
理の工夫・改善を進め
ていく。 B 


